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Photonews

　11 月 19 日、旧赤倉小学校を会場に「第 11 回最上町新そば
まつり」が開催されました。今年も県外からたくさんのお客様
が来場し、最上早生の新そばをたくさんの方に味わっていただ
きました。今回は災害協定を結んでいる宮城県美里町のほかに、
新庄駅からＪＲ陸羽東線を利用したツアーも開催され大変にぎ
わいました。
　会場では、「黒澤餅つき唄保存会」の皆さんによる餅の振る
舞いや、最上町ボランティアガイド協議会によるステージ上演、
特産品の販売などで、イベントを盛り上げていただきました。

　12 月 1 日、新庄市のゆめりあを会場に第 37 回山形県きのこ品評会
が開催されました。県内から 45 点のきのこが出品され、色や形、鮮度
などの複数の項目の審査を受けました。審査の結果、菌床しいたけを出
品された太田博さんが、優秀賞の全国農業協同組合連合会山形県本部運
営委員会会長賞を受賞し、まいたけを出品された木村勇智さんは山形丸
果中央青果株式会社社長賞に輝きました。
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　11 月 14 日、国民スポーツ大会 100 日前カウントダウンボードを
設置しました。カウントダウンボードは、村山産業高校と新庄神室産
業高校の生徒が半年をかけて製作したもので、村山産業高校が製作し
たカウントダウンボードは最上町役場正面玄関に、新庄神室産業高校
が製作したものは道の駅「もがみ」に設置され、開催までの期間、大
会成功に向けて機運の醸成を図ります。
　役場、道の駅にお立ち寄りの際は高校生の力作をぜひご覧ください。
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で入賞しました。

　オープン日の 11 月 26 日は完成を祝う式典が開かれ、
関係者約 80 名が出席しました。式典には加藤鮎子内閣府
特命担当大臣も参加し、髙橋町長らとテープカットを行な
いオープンを祝いました。
　県内で 22 番目の登録となる道の駅「もがみ」内には観
光案内所やカフェの他、道路情報をリアルタイムで知るこ
とができるコーナーなどもあり、隣接する「ヤナ茶屋もが
み」と連携して観光客や物流業者などにサービスを提供し
ます。国道 47 号線沿いに位置する道の駅「もがみ」は観光・
交流の拠点施設として、その魅力を町民の皆様と一緒に発
信していきます。
　道の駅「もがみ」の詳細については、広報もがみ新春 1
月号にて特集予定です。

最 上町瀬見に新たに道の駅「もがみ」が

オープンしました。

　開催 55 回の節目を迎えた今年の芸文祭は、10 月 27 日の合同展示発表にて華々しく開幕し、昔語りや句会、封
人の家囲炉裏を囲んだ座談会等、各加盟団体による様々な記念事業が展開されました。11 月 5 日の合同舞台発表では、
新規加盟団体による落語披露や、特別出演のＹＣＢクリスタルサウンズによる迫力ある演奏で、会場は大いに盛り
上がりました。
　最終日となった 11 月 11 日には、城郭研究家の保角里志氏を講師に迎え「城楯跡からみる最上町の歴史」をテー
マとした文化講演会を開催。町内に残る様々な楯跡が紹介され、各遺構から推察される楯自体が持つ役割や位置づ
けについての説明があり、町民の歴史に対する関心がより深まる内容となりました。ご来場いただきました皆様、
大変ありがとうございました。

「企業版ふるさと納税」２社に感謝状を贈呈
　11 月 24 日、株式会社ハムシステム庄内様（本社：酒田市）から、また、12 月５日には、株式会社ネクシィーズ・ゼロ様（本社：
東京都渋谷区）からの企業版ふるさと納税制度を活用したご寄附に対し、髙橋町長から感謝状が贈呈されました。
　今回いただいたご寄附は、当町の総合戦略に掲げております地方創生事業に大切に活用させていただきます。なお、株式
会社ネクシィーズ・ゼロ様より寄附の他にご寄贈いただいた空気清浄機は、幼児教育施設等で活用予定させていただきます。

令和 5 年度
最上町芸術文化団体協議会表彰受賞者

【特別表彰】
長沼　栄子 （最上町音頭保存会）
渡辺　きみ （ふしぎな花倶楽部もがみ押し花会）
高橋　昭子 （華道栖草流最上支部）
大沼　美和 （華道瑩心流最上支部）
菅　美栄子 （華道瑩心流最上支部）
太田　　稔 （最上町写真愛好会）
小林　賢一 （ハーモニカ愛好会）
佐々木修一 （最上町コーラス隊「絆」）

や まがた雪未来国スポカウントダウンボード

を設置しました

株式会社ハムシステム庄内

道の駅「もがみ」整備事業
企業名

寄附活用事業
株式会社ネクシィーズ・ゼロ

最上町まち・ひと・しごと創生推進事業

（株）ハムシステム庄内
写真右　モバイル事業担当部長  大久保 謙志 氏

（株）ネクシィーズ・ゼロ
写真右　株式会社ネクシィーズグループ　取締役副社長  大前 成平 氏
写真左　山形営業所課長代理　菊地　啓志　氏

　また、菌床しいたけを出品された二戸司さん、菅晃太さんが優良賞の山形県山菜・きのこ振興会会長賞を受賞されま
した。山形県きのこ品評会では、毎年町内のきのこ生産者が複数名入賞しており、最上町産きのこのさらなる高品質化
が期待されます。


